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「
山
廬
俳
諧
堂
」
復
元
建
設
費
ご
寄
付
の
お
願
い 

 

一
般
社
団
法
人
山

廬

文

化

振

興

会 
 

理

事

長

 

飯

田

 

秀

實 
 

俳
人
飯
田
蛇
笏
、
飯
田
龍
太
が
生
涯
作
句
活
動
を
し
た
住
居
「
山
廬
」
に
は
江
戸
時
代
か
ら
母
屋
南
側
に
二
階
建
て
の
土
蔵
が
建
っ
て
い
ま
し
た
。
蛇
笏
は
明
治
四
十
年

代
か
ら
こ
の
蔵
二
階
を
「
俳
諧
堂
」
と
称
し
、
な
が
く
句
会
場
と
し
て
使
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
明
治
四
十
三
年
に
は
歌
人
若
山
牧
水
が
十
一
日
間
逗
留
し
、
俳
諧
堂

で
蛇
笏
と
文
学
論
を
交
わ
し
ま
し
た
。
ま
た
、
蛇
笏
と
と
も
に
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
で
活
躍
し
た
前
田
普
羅
は
、
度
々
俳
諧
堂
で
の
句
会
に
参
加
し
、
宿
泊
し
て
い
ま
す
。 

さ
ら
に
「
雲
母
」
の
一
大
事
業
と
な
っ
た
「
寒
夜
句
三
昧
（
か
ん
や
く
ざ
ん
ま
い
）
」
の
源
流
と
な
る
句
会
「
笹
鳴
（
さ
さ
な
き
）
会
」
の
拠
点
と
な
っ
た
蔵
で
も 

あ
り
ま
し
た
。
こ
の
蔵
二
階
に
蛇
笏
は
高
浜
虚
子
直
筆
の
「
山
廬
」
扁
額
を
掛
け
、
俳
諧
堂
に
集
う
俳
人
の
研
鑽
の
糧
と
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
山
廬
表
蔵 

「
俳
諧
堂
」
は
飯
田
蛇
笏
、
雲
母
あ
る
い
は
山
廬
を
語
る
う
え
で
極
め
て
文
化
的
価
値
の
高
い
建
物
と
考
え
て
い
ま
す
。 

昭
和
二
十
年
代
、
戦
後
の
混
乱
期
に
あ
っ
て
、
こ
の
蔵
は
解
体
さ
れ
ま
し
た
。
六
十
年
近
く
経
ち
、
こ
の
蔵
が
近
隣
の
農
家
に
移
築
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
、 

具
体
的
な
調
査
の
結
果
、
老
朽
化
が
進
み
、
崩
落
の
危
険
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
山
廬
文
化
振
興
会
で
は
「
俳
諧
堂
」
復
元
を
前
提
に
、
蔵
を
一
旦
解
体
、
調
査
し
た
上
、 

現
存
木
材
等
を
慎
重
に
保
管
し
て
い
ま
す
。 

当
振
興
会
で
は
平
成
二
十
七
年
、
「
雲
母
」
の
前
身
で
あ
る
「
キ
ラ
ゝ
」
が
創
刊
さ
れ
て
百
年
の
節
目
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、
具
体
的
な
復
元
計
画
に
着
手
し
、 

地
元
笛
吹
市
と
も
協
議
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
笛
吹
市
で
は
「
俳
句
の
里
づ
く
り
事
業
」
の
一
環
と
し
て
、
平
成
二
十
八
年
度
「
俳
諧
堂
」
復
元
の
支
援
を 

決
め
、
本
体
復
元
費
の
半
額
を
補
助
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

山
廬
文
化
振
興
会
で
は
、「
俳
諧
堂
」
復
元
の
残
り
の
資
金
に
つ
い
て
、
よ
り
多
く
の
方
々
の
ご
支
援
を
頂
く
中
で
完
成
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

つ
き
ま
し
て
は
、
本
趣
旨
に
ご
賛
同
の
上
、
ご
寄
付
を
賜
り
た
く
、
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。 

尚
、「
山
廬
俳
諧
堂
」
が
復
元
し
た
後
は
、
俳
句
を
中
心
と
し
た
短
詩
系
の
活
動
、
講
演
会
、
さ
ら
に
文
化
活
動
の
展
示
発
表
な
ど
、「
俳
句
の
聖
地
」
に
ふ
さ
わ
し
い 

施
設
と
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
笛
吹
市
の
「
俳
句
の
里
」
の
拠
点
と
し
て
活
用
し
て
ま
い
り
ま
す
。 
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句
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句
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俳
諧
堂
（
蔵
二
階
）
に
つ
い
て
飯
田
龍
太
や
ホ
ト
ト
ギ
ス
の
俳
人
前
田
普
羅
が
随
筆
で
紹
介
し
て
い
る 
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山廬俳諧堂復元のための資料写真 

一般社団法人山廬文化振興会作製 

飯田家家相図（明治期） 

俳諧堂の蛇笏（大正７年） 

後方の額は高浜虚子書「山廬」 

俳諧堂 龍太撮影（昭和１７年） 

母 屋 縁 側 の 蛇 笏 

後 方 が 俳 諧 堂 

母屋屋根上から 俳諧堂（右）

（龍太撮影/昭和 18 年頃） 

 

禁 転 載 

表蔵 

山廬主屋 
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建 設 地 

完 成 予 想 図 ２階 文化活動イメージ 

俳 諧 堂 復 元 図 面 

  
２ 階 図 面 １ 階 図 面 

俳諧堂復元事業寄付金納付先 

金融機関：ゆうちょ銀行 口座記号番号 

           口座名義   一般社団法人 山廬文化振興会 

     何口でも可 

（振替払込請求書兼受領書を領収証に代えさせていただきます） 

寄付金目標額 

  1 , 3 0 0万円 （募集期限：平成 29 年 3月 31日） 

問合せ先 

一般社団法人 山廬文化振興会 俳諧堂復元事務局 

TEL 055-234-5123  FAX 055-234-5122   Email:sanro-bs@mxe.biglobe.ne.jp 

   

 

00190-8-602837 

1 口  5,000 円 

山廬主屋 

門柱 

石畳 

竹林 
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